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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月22日(2008.2.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
液体から１種以上の抗体を精製する方法であって、マルチモーダルリガンドを固定化した
担体からなる第一のクロマトグラフィー樹脂に上記液体を接触させて抗体を該樹脂に吸着
させる段階であって、各マルチモーダルリガンドが１以上の陽イオン交換基及び１以上の
芳香族又は複素芳香族環系を含む段階、該樹脂から抗体を遊離させるための溶出剤を添加
する段階、並びに得られた溶出液を第二のクロマトグラフィー樹脂に接触させる段階を含
んでなる方法。
【請求項２】
マルチモーダルクロマトグラフィー樹脂に接触させる液体が細胞培養液又は発酵ブロスで
ある、請求項１記載の方法。
【請求項３】
マルチモーダルリガンドの芳香族又は複素芳香族環系の環形成原子が炭素（Ｃ）、硫黄（
Ｓ）及び酸素（Ｏ）原子からなる群から選択される、請求項１又は請求項２記載の方法。
【請求項４】
第二のクロマトグラフィー段階が、イオン交換クロマトグラフィー、疎水性相互作用クロ
マトグラフィー（ＨＩＣ）、固定化金属アフィニティークロマトグラフィー（ＩＭＡＣ）
及びアフィニティークロマトグラフィーからなる群から選択される、請求項１乃至請求項
３のいずれか１項記載の方法。
【請求項５】
第二のクロマトグラフィー段階がイオン交換クロマトグラフィーである、請求項４記載の
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方法。
【請求項６】
第二のクロマトグラフィー段階がマルチモーダル陰イオン交換クロマトグラフィーである
、請求項１乃至請求項５のいずれか１項記載の方法。
【請求項７】
抗体が第二のクロマトグラフィー樹脂の通過液から回収される、請求項１乃至請求項６の
いずれか１項記載の方法。
【請求項８】
抗体及び／又は不純物が第二のクロマトグラフィー樹脂から溶出される、請求項１乃至請
求項６のいずれか１項記載の方法。
【請求項９】
抗体がモノクローナル抗体である、請求項１乃至請求項８のいずれか１項記載の方法。
【請求項１０】
抗体がポリクローナル抗体である、請求項１乃至請求項８のいずれか１項記載の方法。
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